











































































































































な職業のための日本語（Japanese for Occupational Purposes）、また論文講読や執筆、研究発表な











































































































































































指標 とても満足 満足 やや不満 とても不満 無回答
研修全体 ４５ １１ ０ ０ ０
社会文化理解プログラム ２７ ２４ ０ ０ ５
職場理解プログラム １９ ２８ ４ ０ ５
日本語プログラム ３４ １５ １ ０ ６
一般日本語 総合日本語 ２０ ３４ １ ０ １
文字 ２１ ３３ １ ０ １
基礎会話 １１ ４３ １ ０ １
発音 １４ ３４ ７ ０ １
専門日本語 専門漢字 １４ ３８ ３ ０ １
専門語彙 １３ ３９ ３ ０ １
専門会話 １４ ３８ ３ ０ １
コンピュータ １９ ３０ ６ ０ １










































































































































<http : //www.yomiuri.co.jp/iryou/kyousei/saizensen/２００７０５２３ik２５．htm＞ ２００９年９月２３日参照 に基づく
（１０）羽澤・神吉・布尾（２００９）の口頭発表における羽澤氏の指摘に基づく。
（１１）増田光司・佐藤千史・中川健司・隈井正三（２００６）『留学生のための二漢字語に基づく基礎医学術語辞
典』凡人社
（１２）第１期生の応募資格は、看護師に関してはインドネシアの看護師資格２年以上の職務経験、以上２
つを有することであった。しかし介護福祉士候補者の募集に際しては、現状ではインドネシアには介護
福祉士に相当する国家資格が存在しないため、「インドネシアの看護師資格を有すること」が応募要件
となった。その結果、今回の IK研修の参加者はインドネシアの看護師資格を有し、職務経験が２年未
満の者となった。
（１３）多言語サイトについては、田中他（２００９）に詳しい。
（１４）矢澤（２００６）では、「環境因子」として、KCが大阪中心部から離れた場所に位置すること、また宿泊
型研修で、KCの建物内で生活の基本がまかなえてしまうことを挙げている。また「参加者特性因子」
として、研修参加者が日本語レベルでも、専門性に関しても多様であること、また参加者には研修終了
時の帰国が義務付けられていることを説明している。
（１５）５６名のうち、イスラム教徒が５３名、キリスト教徒が３名。
（１６）ただし２００９年１月１９日～２７日には（独）国際厚生事業団による介護導入研修が行われたため、日本語研
修は２００９年１月１６日までの正味約５ヶ月間であった。
（１７）専門日本語科目のコースデザインについては、登里・石井・上田・栗原（２００９）を参照。
（１８）３つの介護施設はそれぞれ、特別養護老人ホーム、有料老人ホーム、グループホームである。
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（１９）最終口頭試験は、一般的な話題を中心とする QAと、介護場面のロールプレイ（計１０分）を行った。
（２０）受け入れ施設は候補者の受け入れに伴い、継続学習に関する「研修計画書」を作成し、（独）国際厚生
事業団（JICWELS）に提出するとともに、定期的に学習状況を報告する義務を負う。それらは国際厚生
事業団から厚生労働大臣へ報告される。
（２１）コメントはアンケート調査の自由記述欄の書き込みと、聞き取り調査での発言内容による。
（２２）危険防止のため、研修参加者による訪問施設での介助行為は禁止されていた。
（２３）正確には、２８３名のうち２７３名が２００９年５月に来日した。また日本語能力を認められ、日本語研修を免除
された１０名が０９年６月に来日した。
（２４）インドネシア人第１期生は日本国内で約半年間の研修を行ったが、第２期生は、インドネシアで４ヶ月
間の日本語研修を行い、その後日本国内で２ヶ月間の研修を受けることになっている。
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